
１　経済動向に係る企業等の声（1-3月期）

地域の経済動向（令和7年1-3月期）
《釧路・根室地域》

（釧路･根室） 

【建設業】 
・  公共施設の解体工事のほか、道路工事等の需要もあり、景況感は普通。公共施設の新設の話も出て

おり、今後の見通しは悪くない。（商工団体） 
 

【製造業】 

・  原材料費や梱包費の高騰の中、初期に設定した値段で販売することは厳しくなっている。今まで

の顧客等には値段は変えずに販売し、EC サイトやふるさと納税では値段を上げて対応している。過

去３ヶ月については、ふるさと納税のおかげで、去年よりは良い状況。（食料品製造業） 

・  生産性を上げる方法（食洗機の導入、ラッピングの機械化）は考えている。（食品製造業） 

・  町内に｢道の駅｣を作る構想があり、地域にとって経済的にも、防災の面でもぜひ実現して欲しい

と考えている。行政には道の駅造成の障壁となる規制の撤廃などの支援を要望したい。（食品製造業） 

・  今シーズンの鮭やホタテの漁獲量は昨シーズンよりは良かったので（鮭は前年比２割増程度。昨

シーズンが非常に悪かった）、漁業や水産加工業の景況感は普通。（商工団体） 
 

【卸売・小売業】 

・  売上は緩やかに伸びているが、印刷代や梱包代の値上げで純利益は、下降気味。町の有害駆除期

間が 5 月～10 月であり、10 月以降は原材料（エゾシカ）の入荷量が減るため、売上も下がる。（鹿

肉加工販売業） 

・  エゾシカの解体作業は人の目で確認して行うため、機械化が難しい。（鹿肉加工販売業） 

・  小売業の売上については、前年と比較し上がっており、また、コロナ禍前の時点と比較しても上

がっている。ただし、物価高の影響で仕入れ値も上昇しているため、利益としては、横ばいの状況で

ある。（商工団体） 

  

【サービス業】 

・   最近の設備は耐久性があるので、メンテナンスの仕事が少なくなっている。燃料費（特にガソリ

ン代）が高騰しており、月あたりこれまで 40 万円程度だったものが、現在は 60 万円くらいまで上が

っている。原材料価格は２割くらい上がっている （製造業） 

・  売上は、去年と比べると、約２倍弱上がっている状況。過去３ヶ月においても、売上は上がってお

り、今後半年間についても上がる予測。（システム開発関係） 

・  飲食店については、会合等での１次会の利用は戻って来ているが、コロナ禍前には団体で２次会に

流れていたのが、帰りのタクシーの確保が困難となっていることもあり、利用は回復していない。（飲

食業） 

・  観光客が昨年より増加しているため、ホテル等の宿泊事業者は好調のようである。ただし、人手不

足により、料理の提供が難しくなっている事業者もいる。管内には大規模なホテルがなく、根室に観

光に来ても宿泊は釧路市等に流れてしまうため、宿泊関連の需要を取り込めていない。 また、バード

ウォッチングを目的に訪れるインバウンドも増加しているが、バードウォッチングだけでは、経済効

果が乏しい。（商工団体） 

・  観光業については、観光バスが町内の観光スポットに停まっており、ホテルにも宿泊客が多く入

っている模様。インバウンドは中華系や東南アジアが中心。バードウォッチングを目的に来ている

のではないかと思われる。（商工団体） 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

大地みらい信用金庫

R6-Ⅲ R6-Ⅳ R7-Ⅰ

釧路信用金庫

R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ

人手不足や物価高の影響が続くことが予想され
ること、当地では価格転嫁や賃上げが進んでい
るとは言い難く、当面の景況は「変わらない」と
判断している。ただし、アメリカの相互関税導入
に伴う輸出減少による地域経済への影響を注
視する必要がある。

大地みらい信用金庫

当地の基盤産業である漁業は一部地域でタコ
などの水揚げが前年に比べ好調に推移し、総
水揚量にも好影響を及ぼしており、酪農におい
ても生乳生産量は前年に比べプラスで推移して
いるが、原材料費や設備コストの高騰の影響は
大きく厳しい経営環境であることは依然として変
わりないことから「普通」と判断。物価高や燃料
費高騰の影響で節約志向の高まりから消費動
向も停滞しており「やや低調」と判断。上記から
総合的に「普通」と判断した。

各業種で人材確保による人件費上昇や原材料
費や設備コストの高騰は今後も続くと予想。トラ
ンプ関税の影響からホタテ等の輸出入の動向
に注視する必要があると予想。観光客の入込も
コロナ渦以前の水準まで回復傾向にあるが、物
価高の影響から消費動向に大きな動きは見ら
れないと予想し全体として「下降傾向」と判断。

釧路信用金庫

個人消費や観光は緩やかな回復傾向にあり、
雇用も改善の兆しが見られるが、住宅建設や公
共事業は前年を下回る動きが続いており、総合
的に前期同様「普通」と判断した。

低調

現在の景況感 次期見通し

総合
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判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（1-3月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額】 【有効求人倍率】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数】 【新設住宅着工戸数】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額】 【航空機利用による来道者数】
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ

△ 100

△ 50

0

50

R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ R6-Ⅳ R7-Ⅰ

全業種

建設業

製造業

卸売・小売業

運輸業

サービス業

△ 60

△ 40

△ 20

0

20

40

60

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3
△ 100

△ 50

0

50

100

150

0

100

200

300

400

500

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3

2 2 2

5

2
3

2

4

2
1 1

2
1

0

2

4

6

8

10

0

200

400

600

800

1000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3
△ 0.60

△ 0.40

△ 0.20

0.00

0.20

0.40

0.60

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3

△ 100

△ 50

0

50

100

150

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3
△ 100

△ 75

△ 50

△ 25

0

25

50

75

100

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3

前年同月比(%)前年同月比(%)

前年同月比(%)前年同月比(%)

前年同月比(%)

(台)

(百万円)

(百万円) (件)
(倍)

(戸)

(千人)


